
令和７年３月議会定例会 行政報告 

診 療 所 

遠別町国民健康保険診療所常勤医師の採用について 

遠別町国民健康保険診療所の常勤医師の採用について報告いたします。 

令和７年４月１日付けで、診療所所長として一井雄二医師を採用させていただきます。 

 一井医師は、兵庫県出身の６６歳で、平成２３年に北海道大学医学部を卒業、兵庫県明石

回生病院、佐呂間町立クリニックさろま院長などを歴任され、現在は、新得町の社会医療法

人北斗新得クリニックの院長として勤務されております。 

 ４月からの診療体制につきましては、一井医師が所長、江橋医師が副所長として、医師２

名体制により、主に内科などの診療業務を行う予定となっております。 

今後につきましても、町民の皆様への安定した診療提供ができるよう尽力してまいります

ので、ご理解の程よろしくお願いいたします。 
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経 済 課 

北吹雪の製造終了について 

遠別町の特産品である北吹雪については平成７年から旭川市の髙砂酒造株式会社により

製造され、北限のもち米を使用した純米酒として、永きにわたり町内外問わず愛されてき

ました。 

髙砂酒造より、「これまで、ふるさと納税の返礼品や記念酒の取組み、販売促進対策や PR

などを通じ、町の協力を頂きながら生産してきていましたが、全般的にみても日本酒ばな

れが進み、販売状況は非常に厳しく、経営上、終売に向けて進めて行かなければならない」

との報告を受けておりました。 

先月、髙砂酒造へ出向き、継続の可能性を含め近況を伺って参りましたが、過去にも名

寄市と黒松内町も同様にもち米純米酒の生産を終えており、状況は非常に厳しく会社とし

ても取捨選択しなければならず苦渋の決断であると伺いました。 

当初より契約等についても交わしていないこともあり、非常に残念でありますが、会社

の意向については過去の経緯を含め、尊重しなければならないところであります。 

現在の予定としては、令和７年度は節目の３０周年にあたるため、記念酒の販売を計画

しており、醸造済の製品は約１年での完売を見込んでおります。 

髙砂酒造からは、地元産の原料を用いた新たな商品開発についての取組みの提案を頂い

ており、今後の対応について協議して参りました。 

今後は、内部でも検討し、町民の皆様、議員各位の知恵を頂きながら進めて参りたいと

考えておりますのでご理解のほど宜しくお願いいたします。 
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経 済 課 

有限会社 遠別町酪農振興公社の解散について 

遠別町酪農振興公社は平成１５年２月に設立され、今年度まで預託事業を主として運営

しておりましたが、酪農業は依然として厳しい状況が続き、酪農家の減少に伴う預託頭数

の減少、施設の老朽化に伴う設備投資と費用対効果、また、ヒグマの出没による作業員の

怪我により、牧場運営が困難な状況でありました。 

去る１月２８日臨時総会が開催され、先の理由により解散に係る議案が決議されました。 

 清算にかかる資産については、牧場として売却を進めているところであり、清算金の処

理に伴う解散時期は現在のところ確定しておりませんが町の出資金については、２７口の

１３５万円は全額返還されます。 

また、預託していた酪農家については、公社において既に取りまとめを終えており、天

塩町へ預託すると報告を受けております。 
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教育委員会 

令和７年度北海道遠別農業高等学校入学者の出願状況について 

令和７年度北海道公立高等学校の最終出願状況が、２月２８日に北海道教育委員会から発

表され、遠別農業高等学校への推薦及び一般入試の出願者数は、宮崎県、愛知県を含めた、

道内外各地域から１７名の出願があったと報告がありました。 

全国的な少子化により、中学校卒業生が減少する中、昨年と比較すると４名多い結果とな

っており、遠別農業高等学校、遠別農業高等学校教育振興会、教育委員会が一体となった生

徒募集活動を早い段階から進めていたことが要因であると聞いております。 

遠別農業高等学校の生徒募集活動として、留萌管内や宗谷管内はもとより、道内外へポス

ターやパンフレットの配布をしていることで、全国から生徒が集まっていることから、今後

も、遠別農業高等学校、遠別農業高等学校教育振興会と教育委員会が連携し、地域の特色を

活かしたＰＲに努め、地域社会と連携した高校教育推進に向け、遠別町として支援してまい

ります。
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